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例：SSTL（モノづくりに特化した例） 

17

*Interface Control Document　複数の系間にまたがる設計情報を管理するための文書 
出典: http://www.sst-us.com/shop/satellite-subsystems 
　　  http://www.sst-us.com/shop/satellite-platforms/sstl-100-15kg-24w　　   

SSTL USウェブサイト 

↑ICD*

↓価格

←納期
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宇宙機器の顧客ニーズへの対応 
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今後は英語対応、量産体制、費用低減が求められる 

宇宙機器の顧客に
とってのフェーズ 世界のプレーヤー 国内プレーヤーの現状 
各宇宙機器への要求/
必要機能の定義 

情報収集/
機器メーカーとの調整 

調達先決定/発注 

貿易管理手続き

各種試験/搭載

受領/受入検査

•  仕様通りの性能 

•  納期遵守 

•  稼働の最小化
•  過去事例を元にしたメーカー側からのア
ドバイス

•  戦略パートナーとしての積極的な連携
（衛星の初期設計段階から相談受入）

•  量産体制
•  価格、納期の明確化

•  信頼性が高い 

•  納期は遅れがち 

•  必要手続きが不透明
•  時間がかかる 

•  英語対応体制が不明
•  量産を想定していない
•  費用が不透明/高い

国内プレーヤーに対する評価は高い 

対応が求められる
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成長産業にするために 
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机上配布のみ 
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宇宙産業振興の全体像 
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金額感/年 
（青字：私見） 

国内の宇宙機器
産業（年間） 

 
現状：2,600億円 

↓ 
目標：5,000億円 

①日本政府・機
関から 

②海外機関・政
府から 

③日本民間から 

④世界民間から 

～2300億円 
↓ 

[2,300]億円 

～100億円 
↓ 

[200]億円 

～100億円 
↓ 

[2,000]億円 

～100億円 
↓ 

[500]億円 

*ベンチャーとは、disruptiveな技術で高い売上成長率、ROIなどを目指す企業として定義 

本小委員会にて、まず小分野での達成金額
感の目線を合わせてから、振興策をひもと
いっていってはいかがでしょうか。 

再掲：第1回小委員会資料 机上配布のみ 
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③④民間からの売上の目標達成イメージ 
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新規ロケット 
新規ベンチャー 
アクセルスペース 
ispace

アストロスケール 
既存プレーヤー 
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200億円 

 2,500億円 

*ベンチャーとは、disruptiveな技術で高い売上成長率、ROIなどを目指す企業として定義 
*各社の数値は全てダミー 

2500億円の目的達成のために、 
 
1.  すで民間ベンチャーの自
助努力を促しつつ、４つ
の壁を確実に越える側方
支援 

2.  新規ベンチャーをさらに
作る 

3.  新規ロケットプログラム
（このままでは、打上げ
費用はほぼ海外に流れ
る） 

 

ダミー数字 

4つの壁とは、基礎技術開発、宇宙実証、最初の顧客、量産 

机上配布のみ 


